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町民の安全を守る町民の安全を守る

　　　　　 町政を問う 一般質問
●浮田孝雄　年収の壁引き上げの影響について
　　　　　　   教育体制について
　　　　　　   義務教育について　ほか６件
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令和６年令和６年
第４回定例会第４回定例会

　令和６年第４回定例会は 12 月 17 日に招集され、開会しました。
　諸般の報告（会務報告、例月出納検査報告、道外行政視察報告、総務産業常任委
員会報告）の後、行政報告、教育行政報告が行われ、一般質問は１名の議員が計９
件の質問を行いました。
　付議事件は、専決処分した事件の承認１件、条例の制定１件、条例の一部改正３
件、令和６年度各会計補正予算８件、組合規約の変更１件、人事案１件、会議案１
件、意見書案２件を慎重に審議し、いずれも原案のとおり可決しました。

付議事件 主な内容

令和６年度由仁町一般会計補正予算につ
いて 第 50回衆議院議員総選挙等に係る費用等を追加

由仁町定住自立圏形成協定の議決に関す
る条例の制定について

定住自立圏形成協定の締結等に関する事項につい
て、議会の議決すべき事件とするため条例を制定

職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

「刑法等の一部を改正する法律」の施行に伴い、
条例の一部を改正

由仁町家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

条例の基準である内閣府令の一部が改正されたこ
とに伴い、条例の一部を改正

由仁町指定介護予防支援等の事業の人員
及び運営並びに指定介護予防支援等に係
る介護予防のための効果的な支援の方法
等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

介護保険法施行規則及び条例の基準である厚生労
働省令の一部が改正されたことに伴い、条例の一
部を改正

南空知消防組合規約の変更について 北海道との協議において附則の一部を改める必要
が生じたことに伴い、組合規約を変更

農業委員会委員の任命について 山田正人氏（山桝）を任命（新任）することに同
意

条
例
の

制
定

専
決
処
分

し
た
事
件

の
承
認

人
事
案

条
例
の
一
部
改
正

一
部
事
務
組
合

の
規
約
変
更
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付議事件 主な内容

由仁町議会の個人情報の保護に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

刑法等の一部を改正する法律等の施行に伴い、条
例の一部を改正

将来に希望が持てる次期基本計画の改訂
と現場に寄り添った農業政策の実現を求
める意見書について 左記の意見書を採択し、衆参両議院及び関係省庁

等に提出
刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正
を求める意見書について

意　
見　
書

会
議
案

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計

５，４９０，４２３ ９９，５９７ ５，５９０，０２０

ふるさと寄附金の増加に伴う返礼品及び積立金の増額
畑地化促進事業補助金の追加

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 会 計
８８７，２３８ ２８ ８８７，２６６

財政調整基金利子積立金の増額

介   護   保  険   会   計
８４７，４３７ ４８８ ８４７，９２５

総務費の減額及び保険給付費の増額

後 期 高 齢 者 医 療 会 計
１１６，１５５ １，０９４ １１７，２４９

後期高齢者医療広域連合事務費の減額及び保険料等負担金の増額

診 療 所 会 計
５９７，５７１ △３２，５４１ ５６５，０３０

職員の異動に伴う人件費の減額

介護老人保健施設会計
１２８，２９３ △２，６３８ １２５，６５５

職員の異動に伴う人件費の減額

（単位：千円）

令和６年度各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。

令和６年度補正予算を可決

次ページへ続く
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第３回臨時会第３回臨時会
令和６年12月26日開会

令和６年度各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

企
業
会
計

水 道 会 計
（ 収 益 的 支 出 ）

５０６，８１７ △１５３ ５０６，６６４

職員の異動に伴う人件費の減額

農 業 集 落
排 水 会 計

収益的支出 ３２３，９９３ △１１１ ３２３，８８２

資本的支出 １４２，９７１ △４９ １４２，９２２

合　　　計
４６６，９６４ △１６０ ４６６，８０４

職員の異動に伴う人件費の減額

（単位：千円）

　定例会は年４回、臨時会は必要に応じて開
かれます。事前の申し込みは不要です。
　直接、議場にお越しください。

次回の定例会は３月に開かれる予定です

補正予算は、原案のとおり可決しました。

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計
５，５９０，０２０ ３２，９８５ ５，６２３，００５

生活者支援商品券交付事業交付金等の追加

（単位：千円）

議会を傍聴しませんか？

詳しい日程は、ホームページでお知らせします。
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浮
田
議
員

　

今
話
題
と
な
っ
て
い
る
年
収
の
壁

引
き
上
げ
の
影
響
に
つ
い
て
で
す

が
、
当
町
で
は
財
政
の
影
響
に
つ
い

て
試
算
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

税
収
の
減
収
は
サ
ー
ビ
ス
に
重
大

な
支
障
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
町
村

会
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
試
算
と
し
て
１
０
３
万
円
以

上
い
く
ら
ま
で
の
試
算
を
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

　

現
在
国
で
議
論
さ
れ
て
い
る
年
収

の
壁
引
き
上
げ
に
よ
る
当
町
の
財
政

へ
の
影
響
に
つ
い
て
で
す
が
、
当
町

の
財
政
に
対
し
て
は
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
町
村
会
の
対
応
に

つ
い
て
で
す
が
、
現
在
国
、
政
権
与

党
で
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

静
観
を
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。

住
民
課
長

　

試
算
結
果
に
つ
い
て
住
民
税
に
お

い
て
基
礎
控
除
額
が
75
万
円
引
き
上

げ
ら
れ
た
場
合
、
い
わ
ゆ
る
壁
の

額
が
１
７
８
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
場
合
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度

の
町
民
税
当
初
賦
課
ベ
ー
ス
で
最
大

約
７
、
５
５
８
万
円
の
減
収
と
な
る

試
算
結
果
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
額
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
の
個
人
町
民
税
現
年
課
税
分
の
決

算
額
２
億
２
万
円
と
比
較
し
ま
す
と

３
７
・
８
％
を
占
め
る
額
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
引
き
上
げ
の
幅
に
つ
い
て

壁
と
な
る
額
を
１
１
６
万
円
か
ら

1
５
０
万
円
ま
で
の
間
で
試
算
し
た

結
果
、
減
収
と
な
る
額
は
そ
れ
ぞ

れ
約
１
、
５
３
３
万
円
か
ら
５
、

１
０
２
万
円
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

北
海
道
町
村
会
が
強
気
で
い
な
い

と
国
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。　

　

町
民
ま
た
道
民
の
自
治
を
守
る
た

め
活
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

町
長

　

し
っ
か
り
と
要
望
し
て
い
き
た
い
。

浮
田
議
員

　

学
問
も
教
育
も
人
間
・
社
会
形
成

の
上
で
大
切
で
す
。
義
務
教
育
の
概

念
、
理
念
を
ど
う
お
持
ち
か
伺
い
ま

す
。　
　

　

昭
和
22
年
、
学
制
改
革
に
よ
り

６
・
３
制
の
体
制
と
な
り
、
そ
の
後

小
中
一
貫
、
義
務
教
育
学
校
制
と
、

文
科
省
と
し
て
も
暗
中
模
索
の
現
状

で
す
。
教
育
体
制
と
し
て
ど
う
あ

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

町
長

　

義
務
教
育
の
概
念
、
理
念
に
つ
い

て
戦
前
、
戦
時
中
の
個
人
の
進
路
を

固
定
化
す
る
考
え
を
排
し
、
人
格
の

完
成
に
必
要
な
教
育
の
機
会
を
高
等

教
育
段
階
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
個

人
に
平
等
に
保
障
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

教
育
長

　

当
町
で
は
小
学
校
１
校
、
中
学
校

１
校
で
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち

が
由
仁
小
学
校
か
ら
由
仁
中
学
校
に

進
学
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
を

最
大
限
生
か
し
、
小
学
校
か
ら
中
学

校
ま
で
の
９
年
間
を
縦
で
つ
な
い
だ

理
想
的
な
一
貫
教
育
課
程
を
編
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
現

在
の
当
町
の
学
校
施
設
を
前
提
と
し

な
が
ら
、
施
設
分
離
型
の
義
務
教
育

学
校
が
理
想
的
な
形
で
設
置
で
き
る

か
ど
う
か
先
進
事
例
の
調
査
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

義
務
教
育
学
校
の
ほ
う
に
移
る
メ

リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
け
れ
ば
、
義
務

教
育
学
校
の
ほ
う
に
シ
フ
ト
し
て
い

く
と
い
う
考
え
方
を
し
な
い
と
子
ど

も
が
取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
辺
り
を
早
急
に
調

べ
る
な
り
し
て
く
だ
さ
い
。

浮田議員浮田議員

一般
質問年

収
の
壁
引
き
上
げ
の

影
響
に
つ
い
て

Ｑ�

財
政
へ
の
影
響
は

Ａ�

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
認

識

教
育
体
制
に
つ
い
て

Ｑ�

教
育
体
制
と
し
て
ど
う
あ
る

べ
き
か

Ａ�

義
務
教
育
学
校
も
視
野
に
入

れ
、
事
例
を
調
査
し
た
い

※
小
中
一
貫
校
と
は

　

小
学
校
と
中
学
校
が
一
体
化
し

　

た
学
校（
そ
れ
ぞ
れ
に
校
長
・
教

　

職
員
が
い
る
）

※
義
務
教
育
学
校
と
は

　

小
学
校
と
中
学
校
を
通
し
て
１

　

人
の
校
長
、１
つ
の
組
織
に
な
っ

　
て
い
る
学
校

●5 議会だ よ り



浮
田
議
員

　

義
務
教
育
の
義
務
と
は
何
を
指
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
義
務
教
育
を

修
了
す
る
だ
け
で
社
会
に
対
す
る
適

応
力
が
確
立
す
る
と
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

町
長

　

憲
法
第
26
条
は
教
育
を
受
け
る
権

利
と
受
け
さ
せ
る
義
務
を
定
め
て
い

ま
す
。
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会

的
身
分
、
経
済
的
地
位
ま
た
は
門
地

に
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
し
く
教
育
を

受
け
る
機
会
を
持
っ
て
い
る
と
定
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
担
保
す
る
の
が

義
務
教
育
制
度
で
す
。
義
務
教
育
と

し
て
行
わ
れ
る
普
通
教
育
は
個
人
の

能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
で
自
立
的
に

生
き
る
基
礎
を
培
い
、
国
家
及
び
社

会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
基
本
的

な
資
質
を
養
う
こ
と
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

教
育
長

　

児
童
生
徒
の
将
来
の
夢
の
選
択
肢

を
広
げ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
、
予

測
不
可
能
な
社
会
で
生
き
て
い
く
た

め
の
力
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍

で
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

が
由
仁
町
教
育
行
政
の
役
割
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
実
現
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

社
会
は
労
働
力
と
し
て
中
学
卒
業

生
を
求
め
て
い
ま
せ
ん
。
義
務
教
育

の
義
務
の
担
保
は
文
科
省
が
取
る
の

か
、
由
仁
町
の
教
育
委
員
会
の
指
導

体
制
に
行
き
着
く
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　

学
習
指
導
要
領
は
教
育
課
程
編
成

の
国
家
的
基
準
で
最
低
限
の
基
準
で

す
。
そ
れ
以
上
の
取
組
は
各
自
治
体

で
色
々
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
教
育

課
程
を
編
成
す
る
の
は
学
校
・
先
生

な
の
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
先

生
方
の
研
修
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

由
仁
町
独
自
で
子
ど
も
た
ち
に
こ

ん
な
教
育
を
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う

も
の
は
。

町
長

　

義
務
教
育
に
限
ら
ず
、
教
育
と
い

う
も
の
は
、
こ
れ
は
社
会
、
経
済
、

世
の
中
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
あ
る

い
は
時
代
の
要
請
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
常
に
変
化
し
て
い
く
も
の
だ
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
一
番
い
い
環
境
を
提
供
す
る

の
が
町
長
と
し
て
の
私
の
務
め
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

浮
田
議
員

　

国
歌
、
国
旗
は
平
成
11
年
、
国
の

法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
中

の
児
童
生
徒
に
対
し
ど
の
よ
う
に
教

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　

学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
、
小
学

校
で
は
社
会
や
音
楽
の
時
間
に
国

旗
、
国
歌
が
日
本
を
象
徴
す
る
も
の

で
あ
る
と
教
え
て
い
ま
す
。
中
学
校

で
は
社
会
、
特
に
公
民
分
野
で
日

本
の
伝
統
や
文
化
を
学
ぶ
中
で
国

旗
、
国
歌
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て

お
り
、
国
旗
や
国
歌
を
通
じ
て
国
を

愛
す
る
気
持
ち
や
公
共
の
精
神
を
育

む
こ
と
を
目
標
に
指
導
を
し
て
い
ま

す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

小
中
学
生
へ
の
国
旗
、
国
歌
に
つ

い
て
、
教
え
る
先
生
が
ど
の
よ
う
な

教
え
方
を
し
て
い
る
か
、
子
ど
も
の

理
解
力
が
ど
こ
ま
で
あ
る
の
か
、
国

旗
、
国
歌
が
で
き
た
経
緯
を
音
楽
や

社
会
の
授
業
で
子
ど
も
た
ち
が
理
解

で
き
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　

小
学
校
で
は
音
楽
の
教
科
書
の
歌

詞
の
意
味
を
教
え
て
い
ま
す
。
中
学

校
の
社
会
で
は
、
国
旗
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
た
か
、
ど
の
よ
う
に

日
本
の
国
旗
と
な
っ
た
か
、
指
導
し

て
い
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

国
旗
、
国
歌
に
つ
い
て
義
務
教
育

の
中
で
も
っ
と
丁
寧
に
教
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

　

指
導
の
仕
方
に
介
入
す
る
の
は
教

育
行
政
と
し
て
よ
く
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

君
が
代
の
歌
詞
の
意
味
は
、
先
生

方
の
力
の
範
囲
内
で
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
研
修
は
や
っ
て
い

き
ま
す
が
、
内
容
ま
で
介
入
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

義
務
教
育
に
つ
い
て

Ｑ�
義
務
教
育
だ
け
で
社
会
に
適

応
で
き
る
か

Ａ�

基
本
的
な
資
質
を
養
う
こ
と

が
で
き
る

国
歌
・
国
旗
の
教
え
方

に
つ
い
て

Ｑ�

児
童
生
徒
に
ど
う
教
え
て
い

る
か

Ａ�

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て

指
導
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浮
田
議
員

　

中
学
校
の
部
活
動
へ
の
体
制
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
義
務

教
育
の
中
で
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動

は
教
育
課
程
、
中
学
校
の
部
活
動
は

教
育
課
程
外
と
指
導
要
領
が
違
う
の

は
何
故
な
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　

小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
に
特
別

活
動
の
中
で
児
童
会
、
学
校
行
事
、

ク
ラ
ブ
活
動
が
教
育
課
程
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
学
校
の
部
活
動
は
生
徒

の
自
主
、
自
発
的
参
加
で
自
ら
の
選

択
で
行
う
活
動
で
す
が
、
教
育
課
程

外
活
動
な
の
に
学
習
指
導
要
領
で
は

学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
お
り
、
部

活
動
の
顧
問
は
教
員
が
担
っ
て
い
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
で
は
、
学
校
、
地
域
、
保

護
者
、
行
政
が
連
携
し
た
取
組
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

特
に
部
活
動
の
方
で
、
政
府
で
も

教
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
で
教
員
の
扱
い
方
は
正

規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
で
現
在
の
小

中
学
校
の
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
雇
用
の
目
的
は
何
か
、
義
務
教

育
の
中
で
、
な
ぜ
非
正
規
の
先
生
が

存
在
す
る
の
か
説
明
で
き
ま
す
か
。

教
育
長

　

小
中
学
校
で
非
正
規
雇
用
の
教
員

は
６
名
お
り
、
う
ち
４
名
が
定
年
後

延
長
の
再
任
用
の
教
員
で
、
あ
と
２

名
は
任
期
制
、
期
限
付
の
教
員
で
、

正
規
の
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
て

い
な
い
が
、
実
力
が
あ
り
任
用
し
て

い
ま
す
。
各
教
科
の
教
員
免
許
を
持

っ
た
方
が
教
え
て
い
ま
す
。

浮
田
議
員

　

児
童
生
徒
の
各
学
期
末
の
成
績
を

ど
の
よ
う
に
評
価
を
し
て
い
ま
す

か
。　
　

　

ま
た
、
今
後
改
善
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　

小
中
学
校
と
も
に
２
学
期
制
で
あ

り
、
成
績
評
価
の
目
的
は
、
学
習
状

況
、
成
長
記
録
、
指
導
改
善
、
保
護

者
や
本
人
へ
の
情
報
提
供
で
す
。
成

績
評
価
は
、
各
テ
ス
ト
の
結
果
、
授

業
中
の
発
言
や
取
り
組
む
態
度
、
各

課
題
の
提
出
や
達
成
度
な
ど
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　

評
価
結
果
は
各
教
員
が
共
有
し
、

校
内
全
体
で
児
童
生
徒
の
課
題
や
伸

ば
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
化
し
、

授
業
の
改
善
や
指
導
計
画
の
見
直
し

に
努
め
て
い
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

小
中
学
生
の
段
階
成
績
評
価
の
仕

方
を
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
れ
と
成
績
評
価
で
生
徒
間
の

格
差
を
由
仁
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　

生
徒
た
ち
の
５
、
４
、
３
、
２
、

１
を
比
例
配
分
し
て
は
い
ま
せ
ん
。

生
徒
の
実
力
に
従
っ
た
評
価
の
仕

方
を
し
て
い
ま
す
。
評
価
と
い
う
の

は
、
生
徒
の
達
成
度
を
は
か
る
指
標

で
、
成
績
の
状
況
、
生
活
態
度
等
々

を
全
部
含
め
て
総
合
的
に
評
価
を
す

る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
全
員

同
じ
評
価
を
無
理
や
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

と
に
か
く
由
仁
町
の
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
持
て
る
力
を
い
っ
ぱ
い
出

し
て
教
育
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

部
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動

に
つ
い
て

Ｑ�
部
活
動
の
体
制
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
が

Ａ�

学
校
や
地
域
の
連
携
が
必
要

児
童
・
生
徒
の
各
学
期

終
了
後
の
成
績
評
価
に

つ
い
て

Ｑ�

評
価
方
法
と
改
善
点
は

Ａ�

課
題
や
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に

し
、
授
業
等
の
改
善
に
努
め

て
い
る
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浮
田
議
員

　

 

各
地
の
小
中
学
校
で
生
徒
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
使
い
方
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
撮
ら
れ
た
写
真
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
Ｐ
Ｃ
に
上
げ
ら
れ
た
り
で
家
族

含
め
て
の
被
害
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
に
お
い
て
は

事
件
と
な
り
、
書
類
送
検
さ
れ
る
事

案
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
当
町
で
小

中
学
校
で
の
生
徒
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
持
込
み
、
命
の
安
全
教
育
の
取

組
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

教
育
長

　

持
込
み
に
つ
い
て
、
小
学
校
で
は

禁
止
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
保

護
者
の
要
望
か
ら
持
参
を
認
め
て
い

ま
す
。
持
参
す
る
場
合
は
担
任
に
登

校
時
に
預
け
て
下
校
時
に
受
け
取
る

と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
で
貸
与
し
て
い
る
物
品
以
外
の

持
込
み
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
同
様
の

取
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
、
被
害
を
受
け
、
あ
る
い
は
犯

罪
に
加
担
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

命
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
自
分
自
身

や
他
者
の
命
を
守
る
意
識
を
育
み
、

学
校
や
家
庭
、
地
域
社
会
が
協
力
し

て
安
心
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
今
後
も
指
導
に
努
め

ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

色
々
指
導
し
、
結
果
が
悪
い
ほ
う

に
出
た
と
き
は
ど
う
判
断
し
ま
す

か
。

教
育
長

　

万
が
一
、
悪
い
結
果
が
出
た
場
合

は
、
警
察
含
め
関
係
機
関
と
共
有
し

な
が
ら
対
策
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

児
童
生
徒
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
事
件
に
つ

い
て
学
校
で
命
の
安
全
教
育
、
道

徳
、
総
合
学
習
の
一
環
で
や
っ
て
い

て
も
、
実
際
事
件
が
起
き
ま
す
。
そ

こ
を
も
う
一
度
し
ん
し
ゃ
く
し
て
、

十
分
過
ぎ
る
ぐ
ら
い
、
人
に
迷
惑
は

か
け
な
い
、
お
互
い
尊
重
す
る
と
い

う
教
え
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

浮
田
議
員

　

救
急
車
の
安
易
な
利
用
を
減
ら
す

た
め
、
一
般
病
床
２
０
０
以
上
の
病

院
へ
紹
介
状
な
し
で
搬
送
さ
れ
、
医

師
が
緊
急
性
が
な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
患
者
に
は
選
定
療
養
費
が
発
生

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
を
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
町

で
の
救
急
搬
送
体
制
、
搬
送
先
病
院

の
決
め
方
、
選
定
療
養
の
あ
り
よ

う
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の

か
伺
い
ま
す
。

町
長

　

選
定
療
養
費
を
徴
収
す
る
取
組
は

現
在
、
北
海
道
で
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
逼
迫
す
る
救
急
医
療
体
制
を

北
海
道
全
体
と
し
て
ど
う
維
持
す
る

か
今
後
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
。
当

町
で
は
町
立
診
療
所
が
救
急
告
示
診

療
所
の
認
定
を
受
け
、
診
療
可
能
な

範
囲
で
急
病
患
者
の
受
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

町
立
診
療
所
と
南
空
知

消
防
組
合
由
仁
支
署
の
救
急
隊
で
は

平
成
31
年
度
よ
り
救
急
搬
送
、
救
急

医
療
対
応
に
つ
い
て
の
打
合
せ
に
努

め
て
い
ま
す
。
救
急
要
請
が
あ
っ
た

と
き
、
搬
送
先
医
療
機
関
の
選
定
は

救
急
隊
が
行
い
、
医
療
機
関
に
受
入

れ
を
要
請
し
ま
す
が
、
一
刻
も
早
く

専
門
医
療
機
関
に
搬
送
が
必
要
な
場

合
を
除
き
、
要
請
が
あ
っ
た
も
の
は

診
療
所
で
ま
ず
は
受
入
れ
を
行
う
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
緊
急

性
が
低
い
場
合
で
も
救
急
車
を
呼
ぶ

理
由
の
一
つ
に
病
院
へ
行
く
方
法
が

な
い
と
い
っ
た
話
を
耳
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
当
町
で
は
、
こ
の
よ

う
な
利
用
に
対
応
す
る
た
め
診
療
所

駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
ス
タ

ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
由
仁
町
独

自
の
先
進
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に

よ
り
救
急
医
療
現
場
を
守
り
、
ま
た

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
今

後
と
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

町
民
の
安
心
、
安
全
、
命
を
守
る

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
救
急
体
制

の
中
に
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

町
長

　

私
は
ド
ク
タ
ー
の
前
に
患
者
を
送

り
届
け
、
診
察
ま
で
が
搬
送
体
制
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
受
入
れ
先
の
診

療
所
は
町
民
が
廊
下
で
待
っ
て
い
ま

す
。
誰
々
が
担
架
で
運
ば
れ
た
と
い

う
こ
と
が
町
中
に
広
ま
る
こ
と
も
起

こ
り
得
ま
す
。
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
は
救
急
車
の
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
受
入
れ
先
の
病
院
で
他
の
患
者

の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
ド
ク
タ
ー
ま

で
届
け
る
こ
と
も
私
は
必
要
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
機
能
が
今
の
診

療
所
に
は
な
い
た
め
、
早
急
に
整
備

す
る
。
こ
れ
が
救
急
搬
送
体
制
の
整

備
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
実
態

に
つ
い
て

Ｑ�

命
の
安
全
教
育
は
ど
う
な
っ

て
い
る

Ａ�

安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
指
導

救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て

Ｑ�

選
定
療
養
費
の
あ
り
よ
う

Ａ�

北
海
道
全
体
と
し
て
ど
う
維

持
す
る
の
か
動
向
を
注
視
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浮
田
議
員

　

昭
和
21
年
に
生
活
保
護
制
度
が
施

行
さ
れ
、
以
来
裁
判
で
問
題
に
な
っ

て
き
た
の
が
最
低
限
の
生
活
保
障
と

は
一
体
何
か
で
す
。
生
活
必
需
品
の

保
有
制
限
に
よ
り
不
幸
な
事
例
が
起

こ
り
、
そ
の
都
度
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
。
相
変
わ
ら
ず
生
活
保
護
世
帯
の

声
が
届
か
な
い
状
況
で
す
。
生
活
必

需
品
の
保
有
制
限
は
、
生
存
権
の
主

旨
か
ら
い
う
と
本
末
転
倒
の
制
限
で

す
。
現
在
生
活
保
護
世
帯
に
対
し
保

有
制
限
し
て
い
る
用
品
は
何
か
、
そ

れ
を
制
限
す
る
理
由
の
説
明
、
ま

た
、
基
準
額
の
積
算
、
非
常
時
の
臨

時
的
、
特
例
的
な
措
置
に
つ
い
て
も

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
長

　

生
活
保
護
世
帯
に
対
し
保
有
制
限

し
て
い
る
用
品
に
つ
い
て
は
、
貯
蓄

型
の
保
険
、
株
券
な
ど
の
有
価
証

券
、
処
分
価
値
が
大
き
い
ま
た
は
使

用
し
て
い
な
い
不
動
産
、
貴
金
属
な

ど
の
資
産
が
該
当
し
ま
す
。
生
活
保

護
制
度
は
、
生
活
に
困
窮
す
る
全
て

の
国
民
に
対
し
、
困
窮
の
程
度
に
応

じ
て
国
の
責
任
で
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
し
、
そ
の

世
帯
の
自
立
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
資
産
を
持
っ
て
い
る

方
は
、
原
則
全
て
売
却
し
、
預
貯
金

や
自
身
の
能
力
を
活
用
し
て
も
最
低

限
度
の
生
活
が
維
持
で
き
な
い
場
合

に
生
活
保
護
の
受
給
が
検
討
さ
れ
、

国
が
資
産
と
さ
れ
る
用
品
等
の
保
有

を
制
限
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
の
基
準
額
は
、
要
保
護

者
の
年
齢
、
性
別
、
世
帯
構
成
、
所

在
地
等
の
ほ
か
、
健
康
状
態
な
ど
の

特
別
な
事
情
を
考
慮
し
て
、
最
低
限

の
生
活
を
行
う
た
め
に
必
要
な
生

活
、
教
育
、
住
宅
、
医
療
、
介
護
、

出
産
、
生
業
、
葬
祭
の
８
つ
の
扶
助

に
よ
り
生
活
保
護
費
が
積
算
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
非
常
時
の
臨
時

的
、
特
例
的
な
措
置
と
し
て
は
被
服

費
、
入
学
準
備
金
、
家
具
什
器
費
、

住
宅
維
持
費
、
通
院
交
通
費
が
支
給

要
件
を
満
た
す
こ
と
で
別
途
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

生
活
保
護
制
度
は
、
保
健
福
祉
課

で
申
請
を
受
け
、
福
祉
事
務
所
で
あ

る
北
海
道
空
知
総
合
振
興
局
へ
必
要

書
類
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
生
活
保
護
を
必
要
と
し
て
い
る
方

が
適
切
に
生
活
保
護
を
開
始
で
き
る

よ
う
北
海
道
と
連
携
し
な
が
ら
窓
口

業
務
を
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

最
低
限
の
生
活
保
障
、
例
え
ば
一

般
労
働
者
の
年
収
、
２
０
０
万
な
ら

２
０
０
万
と
一
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
辺
り
は

ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

　

生
活
保
護
制
度
を
し
っ
か
り
説
明

し
て
町
民
自
身
が
申
請
す
る
、
し
な

い
を
決
め
る
こ
と
が
福
祉
事
務
所
が

な
い
当
町
の
生
活
保
護
に
係
る
事
務

の
進
め
方
で
す
。
法
定
受
託
事
務

は
、
私
ど
も
に
一
切
権
限
が
あ
り
ま

せ
ん
。

浮
田
議
員
（
再
質
問
）

　

受
託
事
務
だ
か
ら
、
国
の
制
度
と

い
う
の
は
町
民
は
大
体
理
解
し
て
い

ま
す
。
生
活
保
護
者
の
困
っ
て
い
る

部
分
、
町
長
の
政
治
判
断
と
し
て
助

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

町
長

　

助
け
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
町
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
と
、
予
算
が
伴
う
も
の
は
議
会

の
審
議
を
経
て
必
要
か
ど
う
か
判
断

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
私
個
人
で
進
め

る
わ
け
に
い
か
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

生
活
保
護
制
度
に
つ
い

てＱ�
保
有
制
限
し
て
い
る
用
品
・

制
限
す
る
理
由

Ａ�

原
則
全
て
の
資
産
の
売
却
等

を
し
て
も
最
低
限
度
の
生
活

が
維
持
で
き
な
い
場
合
に
検

討
さ
れ
る

※
家
具
什
器
費
と
は

　

最
低
生
活
に
必
要
な
生
活
用
品

　

代
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　これまで、川端、東三川、岩内方面については、既に有限会社由
仁ハイヤーによりデマンドタクシーを運行していますが、令和４年
９月に中央バス岩見沢三川線が由仁駅までの運行に縮小されたこと
を受け、三川方面の足の確保について検討・協議を重ね、準備を進
めてきた結果、デマンドタクシーを運行する体制が整い、本年 10月、
新たに町直営で運行エリアを拡大しました。
　新たに運行エリアを拡大したデマンドタクシーの運行状況につい
ては、11月末現在の利用登録者数は 51人、10月と 11月の２か月
間の利用者数は、延べ 78人、実人数は 22人で、計画運行日数に対
する運行率は 48.6％、運行した日の１日あたりの平均利用者数は、
4.6 人となっています。
　これまで、利用対象地域での説明会や広報誌などによる周知のほ
か、受付専用電話を設置するなど、利用登録の促進や利便環境の整
備に取り組んでいますが、引き続き、利用者の増加に向けた取組を
進めます。

　水稲については、農林水産省が 12月 10日に公表した作況指数は、
全国で 101、北海道で 103、南空知では 103 の「やや良」、10アー
ル当たりの収量は、南空知で 578 キログラムとなっています。
　品質については、屑米の発生がやや多かったものの、シラタと呼
ばれる腹白・乳白粒（白色で不透明な粒）の発生が少ない状況でした。
　タンパク値については平年より低めとなっていて、「ゆめぴりか」
の基準品出荷率（タンパク値 7.4％以下の米の出荷率）は、道内全
体の数値を上回る 82％となっています。
　畑作物を含め、令和６年は高温が一部収量・品質に影響を与えた
ものの、総じて平年を上回る作況となりました。

　ＬＥＤ化事業の「社会教育施設の照明器具ＬＥＤ化工事」につい
ては、「勤労福祉センター」は９月 30 日、「ゆめっく館」は 10 月
31日に完成しました。
　「健康元気づくり館・自由通路照明器具ＬＥＤ化工事」は、すでに
工事が完了していて、現在、工事書類等の整理を行っており、12月
20日に完成の予定となっています。
　土木事業の「三川本通り線道路改築工事」は 10月 30日に完成し
ました。
　農業集落排水事業の「ヤリキレナイ川改修支障下水道施設布設替
工事」は 10 月１日に着工し、現在、汚水ポンプ及び動力制御盤の
製作を開始していて、進捗率は 25％、来年３月 14日に完成の予定
となっています。

行政報告（町長）
デマンドタクシーの
運行状況について

主な農作物の生育
状況について

主な工事の進捗状
況について
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　平成 22年度から 11月１日を「ゆに教育の日」と定め、様々な取
組を実施しています。
　町内小中学校、認定こども園、保育園において、一斉公開授業「み
んなで学校へ行こう！」を開催し、延べ 198 名の方に子どもたちの
授業や活動の様子を見ていただきました。
　11月 25 日には小中学校の児童生徒の代表 13名を子ども教育委
員に任命し、「夢づくり子ども教育委員会」を開催し、「部活動地域
移行ってなんなんだろう？～私たちの放課後や休日が変わる！？
～」をテーマにグループで話し合いました。
　また、ゆめっく館では 11 月を「ゆに読書月間」と定め、古本市
や秋の絵本展を開催しました。

　令和２年度から義務教育９年間を通して学校、家庭、地域が一緒
に子どもたちを育てていくことを目的に小中一貫教育を進めていま
す。
　令和６年度は中１ギャップの解消のため合同授業を増やすことが
出来ました。小学校６年生が中学校に出向き、９月 10 日に音楽の
授業を、11月 18日には体育の授業を中学生と一緒に実施しました。
　また、中学校の教員が小学校に出向き６年生へ、国語、数学、理
科の中学校１年生の導入授業を各教科３回実施予定であり、理科に
ついては 10月 31日に１回目の授業を行いました。

　令和 10 年、北広島市に新たなキャンパスを設置予定の北海道医
療大学と人的・知的資源の交流と物的資源を活用した相互の連携に
向け、12月 25 日に町と協定の締結式を行う予定で準備を進めてい
ます。
　北海道医療大学は「知育」「徳育」「体育」の統合による全人教育
の理念のもと昭和 49 年に開設され、医療や福祉に携わる多くの人
材を輩出している大学です。
　連携する主な内容は、北海道医療大学への町長推薦の実施や由仁
町での医療や福祉分野でのフィールドワーク、ボランティアの受け
入れ、地域産業の振興や人材育成に関することです。
　協定締結後に大学と詳細を詰めながら、様々な分野でより一層、
連携を深め協力関係を構築していきます。

「ゆに教育の日」の
取組について

小中一貫教育の取
組について

北海道医療大学との
連携協定について

教育行政報告（教育長）
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一般質問の状況　　　　　　　　令和６年１月１日～12月31日

議　員　名 質　　問　　内　　容

第１回定例会
野 市　 裕 司 温泉利用の促進について / 読書習慣の定着と図書館の役割について
東　　 貴 之 町立診療所の建替えについて
中 村　 隆 浩 由仁町の若者担い手との現状と今後の関わりについて

第２回定例会
佐 藤　 英 司 若者世代の定住促進について
加 藤　 重 夫 スクールバスの人材確保と運行について

第３回定例会

加 藤　 重 夫 子供の肥満と生活習慣について
佐 藤　 英 司 小中一貫教育のさらなる推進について
野 市　 裕 司 海外との交流について
東　　 貴 之 水道事業について
中 村　 隆 浩 農作物の鳥獣被害に関わる現状と今後の対策について
浮 田　 孝 雄 地方自治体の有りよう

第４回定例会 浮 田　 孝 雄

年収の壁引き上げの影響について / 教育体制について
義務教育について / 国歌・国旗の教え方について
部活動 ･ クラブ活動について / 児童・生徒の各学期終了後の成績評価について
スマートフォン・タブレット端末の実態について
救急搬送体制について / 生活保護制度について

※欠席数には公務によるものを含みます。　　　　
　また、一部事務組合の出欠は含まれていません。

　議員の出席状況　　　　　　　　　　令和６年１月１日～ 12月 31 日

本会議 特別委員会 会議数計

定
例
会

臨
時
会

予
算
審
査

決
算
審
査

議
会
広
報

議
会
改
革

出

席

欠

席
会議日数 ７ ３ ８ ８ ２ ２ ８ ３

浮田孝雄 ６ ３ ７ － ２ ２ － ３ ８ 31 ２ 93.9

加藤重夫 ７ ３ ８ ８ ２ ２ － ３ 17 50 １ 98.0

東　貴之 ７ ３ ８ ８ ２ ２ ８ ３ ８ 49 ０ 100.0

大畠敏弘 ７ ３ ７ ８ ２ － ８ ３ ８ 46 １ 97.9

野市裕司 ７ ３ ８ － ２ ２ ８ ３ ８ 41 ０ 100.0

佐藤英司 ７ ３ ８ ８ ２ ２ ８ ３ ９ 50 １ 98.0

中村隆浩 ７ ３ ８ － ２ ２ ８ ３ ８ 41 ０ 100.0

早坂寿博 ７ ３ ８ ８ ２ ２ － ３ 18 51 ０ 100.0

後藤篤人 ６ ３ － － － － － － 18 27 １ 96.4

議
会
運
営
委
員
会

総
務
産
業

常
任
委
員
会

そ
の
他

（
全
員
協
議
会
な
ど
）

出　
席　
率
（
％
）
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◆
期
日 

10
月
２
日
（
水
）

◆
調
査
内
容

・
地
域
公
共
交
通
の
現
状
と
課 

　
題
に
つ
い
て

　

地
域
公
共
交
通
事
業
に
関
わ

る
法
体
系
の
説
明
の
ほ
か
、
推

進
中
の
事
業
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
双
方
共
に

利
用
者
や
町
民
の
要
望
等
を
把

握
し
な
が
ら
運
行
日
や
時
間
、

エ
リ
ア
の
見
直
し
な
ど
を
加
え

て
き
た
こ
と
で
利
用
者
数
が
定

着
し
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、

概
ね
順
調
に
事
業
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

地
域
公
共
交
通
に
係
る
事
業

は
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

む
中
、
町
民
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
、
今
後
も
町
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
な
が
ら
質
の
向
上
が
図

ら
れ
る

こ
と
を

期
待
し

ま
す
。

総務産業常任委員会報告　報告者　委員長 佐藤 英司

◆
期
日

　
10
月
15
日（
火
）～
17
日（
木
）

◆
視
察
内
容

①
議
会
活
性
化
に
つ
い
て

（
愛
知
県
碧
南
市
）

　
碧
南
市
で
は
平
成
26
年
に
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
導
入
や
ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
ほ

か
議
会
の
活
性
化
の
た
め
、
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
課
題
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確

に
し
、
体
系
的
に
整
理
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
点
や
検
証
、
見
直
し

を
継
続
的
に
取
り
組
み
、
改
善
に

つ
な
げ
て
い
る
点
な
ど
こ
れ
か
ら

議
会
改
革
を
進
め
る
当
町
議
会
に

と
っ
て
参
考
と
す
べ
き
点
が
多
数

あ
り
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

②
地
域
公
共
交
通
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て

（
岐
阜
県
関
ケ
原
町
）

　
関
ケ
原
町
は
、
高
齢
者
を
中
心

と
し
た
町
内
の
足
の
確
保
対
策
と

し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
町
内
循

環
バ
ス
の
運
行
を
、
さ
ら
に
令
和

４
年
度
か
ら
高
齢
者
や
障
害
者
、

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
者

な
ど
日
中
に
移
動
手
段
を
持
た
な

い
人
の
外
出
支
援
、
よ
り
き
め
細

や
か
な
町
民
の
足
の
確
保
を
目
指

し
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
関
ヶ
原
町
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
は
、
利
用
者
の
都
合
に
合
わ
せ

て
利
用
し
た
い
と
き
に
利
用
で
き

る
の
で
利
便
性
が
高
い
反
面
、
専

用
車
両
と
人
員
を
確
保
し
て
い
な

い
た
め
、
特
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
な

ど
繁
忙
期
に
は
需
要
に
応
え
ら
れ

な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
町
も
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
、
住
民
の
足
の
確
保
対
策
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
る
た
め
、
引
き

続
き
他
市
町
村
の
取
組
み
を
謙
虚

に
学
び
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
感
じ
た
所
で
す
。

③
「
健
康
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
に
つ
い
て

（
三
重
県
東
員
町
）

　
東
員
町
で
は
人
口
動
態
を
基
に

10
年
後
に
後
期
高
齢
者
が
多
い
状

態
に
な
る
こ
と
を
予
測
し
て
、
早

期
か
ら
住
民
主
体
の
活
動
を
中
心

と
し
た
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予

防
の
取
組
を
進
め
て
お
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
フ
レ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
育
成
し
、
フ
レ
イ

ル
チ
ェ
ッ
ク
事
業
を
は
じ
め
、
Ｐ

Ｒ
や
普
及
啓
発
事
業
を
サ
ポ
ー
タ

ー
主
体
で
進
め
て
い
る
点
が
特
徴

的
で
す
。

　
ま
た
、
「
Ａ
Ｉ
と
電
力
デ
ー
タ

を
用
い
た
フ
レ
イ
ル
検
知
」
の
実

証
実
験
を
行
う
な
ど
、
Ａ
Ｉ
活
用

の
先
進
的
な
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た

事
例
研
修
を
終
え
て
、
様
々
な
部

門
に
お
い
て
先
進
的
な
技
術
が
早

く
全
国
に
展
開
さ
れ
、
よ
り
効
率

的
に
効
果
的
な
対
策
を
進
め
ら
れ

る
事
に
期
待
し
、
先
駆
け
と
し
て

苦
労
し
な
が
ら
事
業
に
取
り
組
む

東
員
町
に
は
敬
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

町内所管事務調査

道外行政視察（碧南市 ･ 関ヶ原町・東員町）報告者 副議長 早坂 寿博
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令
和
７
年
の
新
春
を
皆
様
と

共
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
12
月
の
第
４
回
定
例
会

は
12
月
17
日
の
１
日
で
終
了
し

ま
し
た
。

　
昨
年
は
石
川
県
能
登
半
島
で

１
月
に
は
大
地
震
、
９
月
に
は

大
水
害
と
自
然
災
害
が
発
生

し
、
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
私
達
も
い
つ
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
普
段
か
ら
準

備
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
１
月
３
日
に
は
二
十
歳
の
つ

ど
い
、
44
名
が
対
象
で
し
た
。

　
１
月
７
日
に
は
由
仁
消
防
団

出
初
式
が
と
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
昨
年
は
管
内
で
焼
死
者
が
出

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
今
年

は
２
分
団
共
に
無
火
災
で
あ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
由
仁
町
民
が
安

心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
議
会
も
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
副
委
員
長　
大
畠　
敏
弘

編
集
後
記

編
集
後
記

	

６日　由仁町ボランティア活動団体連絡会親睦交	
	 流室内競技大会	 （げんき館　議員）
12日　神谷ひろし総決起集会 （岩見沢市　議長）
14日　いなつ久国政報告会	 （げんき館　議長）
15日～17日　道外行政視察
		  （愛知県、岐阜県、三重県　議員）
19日　由仁小学校学習発表会
		  （由仁小学校　議員）
19日　栗山警察署音楽祭	 （ふれーる　議長）
24日～25日　空知町村議会議長会第２回定期総会
		  （札幌市　議長）
29日　南空知消防組合議会第４回定例会
		  （栗山町　組合議員）
29日　老人クラブ連合会指導者研修会
		  （札幌市　議長）
30日　南空知公衆衛生組合施設視察
		  （千歳市　組合議員）

６日　議会改革推進特別委員会	（委員会室　委員）
８日　由仁町町政功労者表彰式	（大会議室　議員）
８日　由仁町教育委員会表彰式	（大会議室　議員）
10日～12日　空知町村議会議長会道外行財政制度
	 　　　政務調査	 （宮城県　議長）
13日　第68回町村議会議長全国大会
		  （東京都　議長）
18日　南空知ふるさと市町村圏組合議会第２回定		
	 例会	 （岩見沢市　議長）
21日　第48回北海道都市問題会議	
		  （北広島市　議長）
23日　由仁神社新嘗祭	 （由仁神社　議長）

23日　北部方面隊音楽まつり	（札幌市　副議長）	
26日　南空知公衆衛生組合議会第４回定例会
		  （長沼町　組合議員）
27日　議会改革推進特別委員会
		  （委員会室　委員）
27日　道央廃棄物処理組合議会第２回定例会
		  （栗山町　組合議員）
28日　空知教育センター組合議会第２回定例会
		  （滝川市　組合議員）
29日　南空知葬斎組合議会第２回定例会
		  （議場　組合議員）

５日　陸上自衛隊第７師団戦車射撃競技会
		  （恵庭市　議長）
９日　総務産業常任委員会	 （委員会室　委員）
13日　三役会議	 （正副議長室　議会三役）
13日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
13日　全員協議会	 （委員会室　議員）
13日　議会改革推進特別委員会
		  （委員会室　委員）
17日　由仁町議会第４回定例会	 （議場　議員）
17日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
25日　北海道医療大学と由仁町との連携協定締結    	
	 式	 （大会議室　議長、副議長）
26日　由仁町議会第３回臨時会	 （議場　議員）

３日　二十歳のつどい	 （ふれーる　議員）
６日　新年交礼会	 （ふれーる　議員）
７日　由仁消防団出初式	 （ふれーる　議員）

1010 月月

1111 月月

1212 月月

TEL　0123-83-2111　FAX　0123-83-3020
e-mail　gikaijimu@town.yuni.lg.jp
　　　　　　　　　　　※匿名分は除かせていただきます

議会へ町民の皆様の声を届けてください
「住みよいまちづくりのため」に、ご意見、ご要望をお待ちしています。

連絡先

１１月月
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